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平成 30年度 研究計画（ホームページで公開）  Research Plan FY2018 (Post on Website) 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  
アカデミック・ジャパニーズのための日本語文法研究 

研究計画（400字～500字で記入すること。） Research Plan  (Approximately 100 Words) 

 平成 30 年度も引き続き、日本語のアカデミック・ライティングにおいて、どのようにテクストを組み立

てれば自らの意見を的確に表現しつつ読み手を効果的に説得できるのかについて、文法・談話分析の観点か

ら検討する。これまで調査、研究を行ってきた様々な意見述べ表現のアカデミック・ライティングにおける

使用のしかたについてまとめ、どのような文脈で、どの表現が、どのような意味・機能・用法をもって使用

されることにより、読み手を効果的に説得することのできる文章を作り上げることにつながるのかについて

考察する。また、日本語による説得的な文章の構成を、読み手への配慮、あるいは読み手との対話という観

点から再検討する。また、平成 28 年度に執筆した『ここがポイント！レポート・論文を書くための日本語

文法』における文法記述についての再検討を引き続き行う。 

 その他、日本語教育を専門としていない学生が日本語教育に関する科目を履修する意義についてキャリア

教育という観点から分析を行う。 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research  *1 

日本語教育

関連 
外国語教育関連 高等教育学関連   

キーワード Keywords*2 

アカデミッ

ク・ライティ

ング 

作文教育 文法教育 文法・談話研究 キャリア教育 

 


